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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月3日は、「ちゅらさん運動の日」 45

沖縄県の動きをチェック！
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沖
縄
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懇
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チ
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お
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と
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さ
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ラ
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知
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表
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1月・2月の動き

　

一
月
十
六
日
、
沖
縄
県
行
政
改
革

懇
話
会
の
大
城
常
夫
会
長（
琉
球
大

学
教
授
）
が
、「
沖
縄
県
行
財
政
改

革
プ
ラ
ン
」（
案
）へ
の
意
見
書
を
、稲

嶺
知
事
へ
提
出
し
た
。

　

意
見
書
で
は
、県
保
健
医
療
福
祉

事
業
団
、
県
水
産
公
社
、
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
、
県
土
地
開
発
公
社
の

四
団
体
の
廃
止
が
提
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
県
保
健
医
療
福
祉
事

業
団
に
つ
い
て
は
、
腎
バ
ン
ク
事
業

の
あ
り
方
で
、
懇
話
会
の
意
見
が
分

か
れ
た
た
め
、
存
続
と
廃
止
の
両
論

が
併
記
さ
れ
た
。

　

大
城
会
長
は「
限
ら
れ
た
行
政
資

源
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用

し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
」と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
稲
嶺
知
事
は
「
行

財
政
改
革
は
時
代
の
流
れ
。今
後
ま

す
ま
す
ピ
ッ
チ
を
上
げ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

　

子
ど
も
達
の
国
会
へ
の
理
解
を
深
め
よ

う
と
、二
月
二
日
、那
覇
市
の
上
山
中
学

校
で
、参
議
院
特
別
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、同
校
の
二
年
生
、約
百
五

十
人
が
体
育
館
に
集
合
。生
徒
の
代
表

が
、議
長
や
委
員
長
な
ど
に
扮
し
て
、法

案
が
、委
員
会
審
議
と
本
会
議
を
経
て
可

決
さ
れ
る
ま
で
を
模
擬
体
験
し
た
。

　

今
回
は
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
、盲
導
犬

の
受
け
入
れ
を
義
務
化
し
た「
身
体
障
害

者
補
助
犬
法
」に
つ
い
て
の
審
議
で
、参
加

者
全
員
が
、木
札
を
投
票
し
、賛
成
多
数

で
法
案
が
成
立
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、参
議
院
事
務
局

が
、国
会
を
訪
れ
る
小
・
中
学
生
を
対
象

に
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
、沖
縄
か
ら
の

参
加
が
な
い
た
め
、全
国
で
初
め
て
、国

会
以
外
の
場
所
で
行
わ
れ
た
。

　

二
月
三
日
、「
フ
ラ
ン
ス
国
家
功
労
勲

章
」を
受
賞
し
た
沖
縄
フ
ラ
ン
ス
協
会

会
長
、岩
崎
セ
ツ
子
氏
が
、在
大
阪
・
神

戸
フ
ラ
ン
ス
総
領
事
ア
ラ
ン
・
ナ
ウ
ム

氏
ら
と
と
も
に
、稲
嶺
知
事
を
表
敬
訪

問
し
た
。

　

岩
崎
氏
は
、国
際
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、現
在
は
、県
立

芸
術
大
学
の
音
楽
学
部
長
を
務
め
て
い

る
。音
楽
な
ど
を
通
じ
た
日
本
と
フ
ラ

ン
ス
と
の
交
流
活
動
が
認
め
ら
れ
、今

回
、フ
ラ
ン
ス
大
統
領
か
ら
同
勲
章
が

授
与
さ
れ
た
。

　

同
日
、那
覇
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
た
授
章
式
と
祝
賀
会
に
は
、関
係
者

や
岩
崎
氏
の
門
下
生
な
ど
約
二
百
五

十
名
が
集
ま
り
、受
章
を
祝
っ
た
。

　

二
月
十
日
、沖
縄
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
る
チ
ー
ム
を
激
励
す
る
た
め
、稲
嶺
知

事
が
キ
ャ
ン
プ
地
を
訪
れ
た
。 

　

こ
の
日
、激
励
に
向
か
っ
た
の
は
、広
島
東
洋
カ
ー
プ（
沖
縄
市
）、中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ（
北
谷
町
）、東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ（
浦
添
市
）の
三
球
団
。

　

稲
嶺
知
事
は
、今
季
か
ら
選
手
兼
監
督
と
し

て
采
配
を
振
る
う
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
古
田

敦
也
監
督
と
握
手
を
交
わ
し「
沖
縄
の
果
物
や

お
茶
は
、全
て
健
康
に
い
い
。是
非
、飲
ん
で
食
べ

て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」と
、タ
ン
カ
ン
や
ゴ
ー

ヤ
ー
茶
な
ど
沖
縄
の
特
産
品
を
手
渡
し
、チ
ー

ム
を
激
励
し
た
。

大城常夫会長（写真左）

国会で実際に使われている木札で投票が行なわれた岩崎セツ子氏とアラン氏古田敦也監督（写真右）

広島東洋カープの練習風景


